
トロンボーンから知る⾳楽
の世界

トロンボーンはかつて教会
において特別な楽器として
尊重され、神聖な⾳楽を演
奏しましたが、現代では幅
広い聴衆に親しまれていま
す。トロンボーンの楽器と
しての魅⼒、また聴く⼈に
与える⼒について、演奏を
通じてお届けします。

⼭⽥裕治先⽣

６⽉１１⽇（⽔）
会場：チャペル

共通テーマ：⼦どもの育ちを応援する

特別⽀援学校における学習
領域「⾃⽴活動」について

世界保健機関（WHO）が
提唱するICFの考え⽅をも
とにした⾃⽴活動に関する
実践研究が進められている
中、あらためて障害に対す
る理解と⽀援の在り⽅につ
いて、理論と実技を交えて
考える授業を⾏います。

野村春⽂先⽣

７⽉９⽇（⽔）
会場：４４０１

異⽂化の中で⽣活すると
いうこと

私たちが海外に出て異⽂
化の中で新しい⽣活をす
ると視野が⼤きく広がり
ます。海外では価値の⽅
向性が⽇本とは違うので
す。今回は児童学海外研
修で「異」とどう向き合
い、異⽂化理解をどう深
めるかについてお話しし
ます。

⼩川隆夫先⽣

１０⽉１⽇（⽔）
会場：４４０１

オルガンの表現を育む
〜⼀つ⼀つの⾳を⼀⼈⼀⼈の
⼦どもに照らしながら〜

パイプオルガンを弾くため
にはその個性を理解するこ
とが基本です。その上に表
現として求められる⾳を作
りだしていきます。そのプ
ロセスは保育と通じるもの
があります。このことを演
奏から考えてみたいと思い
ます。

相川徳孝先⽣

１⽉２１⽇（⽔）
会場：チャペル
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AH連続講座（各⽔曜⽇10:40-12:10）

聖学院⼤学⼈⽂学部⼦ども教育学科

オルガン伴奏：久保田翠


